
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－友愛・協調・責任－ 

山ぼうし 山ぼうしは「立志の樹」といわれ、正門脇の「山ぼうし小庭園」には 

『花も実も 蒼天に立つ 山ぼうし』 

の碑（初代 PTA 会長の盛合聡氏揮毫）がある。花言葉：友情 

校長メッセージ～祝卒業～ 

 

  

宮古工業高等学校 校報 令和元年度 第１１号  20２０.２.２８ 

 

 歴史の扉⑳ ～先人の求めたる道を求めて～ 

『校舎復旧に向けて』 ＜平成 23 年３月 14 日＞ 

 平成 23 年 3 月 11 日、生徒は休業日であったが、校舎や

グランドには補習や部活動を行っている生徒が約 80 名い

た。14 時 46 分、震度５強の大地震が校舎を襲い、校舎二階

に避難を開始した。しばらくして、堤防を越える津波を確認

して 3 階へ移動したが、土煙を上げながら迫る津波に校舎

一階が飲み込まれた。3 日後の 14 日に全職員と有志生徒で

復旧作業を開始したが、この徹底したがれき撤去と泥かき

により、後に異例の早さで校舎が復旧することとなった。 

  

 

1 (日) 卒業式 

2 (月) 代休 

6 (金) 一般入学者選抜・自宅学習（～17 日） 

23 (月) 終業式・離任式 

 

 

 

３月の主な行事と月間生活目標 

校内美化の徹底 

 いよいよ明後日、卒業式を迎えます。「ものづくり 47

年の集大成」に向けて、常に先頭に立って活躍してくれ

た３年生が、この学び舎から旅立つことになりました。

宮古工業高校として最後の卒業生となる 61 名の生徒た

ちには、本校 

で培った専門 

的な技能と友 

愛の精神を礎 

に、自らが選 

んだ道に力強く羽ばたいてもらいたいと思います。 

 2 月 1 日～2日、福島県郡山市で行われた第 23 回東北

高校放送コンテストのテレビキャンペーン部門におい

て、放送委員会が製作した『動く⇒かがやく』が最優秀

賞に輝きました。この番組では 

難関である普通旋盤２級に挑ん 

だ東谷優姫奈(M3)さんにスポッ 

トをあて、宮工生の輝く姿を高 

度な映像技術で表現しました。 

テレビキャンペーン部門の最優 

秀賞は４年ぶり３回目となり、 

本校の優勝回数がこの部門で東北最多となりました。 

 ＜令和元年度全国高等学校ロボット競技大会岩手県選考会＞ 

６位入賞 チーム名 「ファシリティ１３号」 

建築設備科 昆野潤也 長澤健也 西村幸祐 盛合真裕  

 アイディア賞 チーム名 「宮古電気」 

電気電子科 坂井翔 佐々木恭成 鳥居宏仁 山岸祐哉 

機  械  科 木村大生 

＜令和元年度「専門高校生徒の作文コンクール」＞ 佳作 

機械科 東谷優姫奈 電気電子科 山岸祐哉 建築設備科 山崎柊 

＜資格・検定関係＞ 

技能検定合格 ３級 電子機器組立て作業 

銀賞   電気電子科  太長根日向 

全国工業高等学校長協会ジュニアマイスター顕彰制度 

ゴールド 機械科   東谷優姫奈 木村誉 

電気電子科 太長根日向 

シルバー 機械科   荒川竜希 及川伊一郎 菊地颯太郎 

木村大生 佐々木駿  佐藤大貴 

鈴木永遠 関口正輝  戸田丈浩 

芳賀椋水 和野凜太郎 和野崎智則 

電気電子科 岩間颯 

＜岩手県産業教育振興会優良卒業生表彰＞ 

機械科 東谷優姫奈 電気電子科 太長根日向 建築設備科 松舘純希 

＜御下賜金記念優良卒業生表彰＞ 建築設備科 西村幸祐 

＜全国設備工業教育研究会賞＞  建築設備科 畠山拓 

 



令和 2年 4月より、「宮古商工高等学校」として

新しい学校に生まれ変わります。部活動は、運動部 

11・文化部 2 から運動部 14・文化部 9 に増え、各 

部とも県大会での躍進が期待されます。保護者及び

地域の皆様には、ご声援をよろしくお願いします。 

＜工業校舎＞ 

硬式野球(男)、バレーボール(男)、卓球(男)、サ

ッカー(男)、ラグビー(男)、柔道(男女)、弓道

(男女)、芸術、工作 

＜商業校舎＞ 

バスケットボール(男女)、バレーボール(女)、卓

球(女)、ソフトテニス(男女)、サッカー(女)、ソ

フトボール(女)、剣道(男女)、レスリング(男

女)、書道、美術、吹奏楽、写真、茶道、家政、

ワープロ 

＜宮古運動公園＞    ＜リアスハーバー宮古＞ 

陸上競技（男女）    ヨット（男女） 

2 学年は「気の緩みが生じやすい学年」とよく言

われますが、多くの生徒たちは自らの目標に向か

って、意欲的な高校生活を送ることができていま

す。インターンシップでは各自に与えられた仕事

をしっかりと果たそうとする姿や、修学旅行では

仲間とで協力しながら有意義な旅を作り上げてい

こうとする姿など、着実に成長していく場面を数

多く目にすることができました。 

いよいよ来年は、最高学年として新しい学校を

リードする立場になります。新たな伝統の創造と

各自の進路目標の実現に向けて、自分自身をしっ

かりと見つめ直しながら、新たな決意を持って新

年度に臨んでもらいたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

     

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

3 学年より 
【卒業に向けて】 

 

1 学年より 
【進級に向けて】 

2 学年より 
【進級に向けて】 

 

3 学年在籍 61 名全員の卒業が決定し、高校生

活も残すところあとわずかとなりました。この一

年間は自身の進路と真剣に向き合い、悩みや不安

を抱えながらも、学習や試験勉強に励み、自らの

進路を決定してきました。また、宮古工業高校 47

年の集大成を成し遂げるべく、部活動や委員会活

動、学校行事などにおいても多くの生徒が下級生

を牽引し成功に導いてきました。校訓である「友

愛・協調・責任」を実践し、その大切さを学んだ

ことと思います。 

 4 月からはそれぞれ新しい生活が始まります。

気持ちを新たに、多くの人と関わりを持ち、謙虚

な姿勢で学び、何事にも進んでチャレンジして、

常に成長しようとする姿勢を大切にしてくださ

い。高校生活で学んだことを生かし、宮古工業高

校最後の卒業生として、それぞれの場所で活躍す

ることを願っています。さらに成長した皆さんに

会えるときを楽しみにしています。 

宮古商業高校との統合について 

 入学当初は、まだ幼さが残る生徒たちでした

が、この一年で大きく成長しました。率先して

勉学に励み、知識や技術を学ぶ生徒。一生懸命

部活動に打ち込み、周りを引っ張って行く生

徒。その成長ぶりには目を見張るばかりです。 

 さて、4月から 2 年生です。2年生としてもっ

と成長して欲しいところは人とのつきあい方で

す。学校は多くの人間が在籍し、様々なコミュ

ニティが形成されます。そこには色々な悩みや

葛藤が存在し、それを乗り越えて行く必要があ

ります。それが「大人になる」ことなのだと思

います。自分の好き嫌いだけで行動するのはま

だまだ「子ども」だということに気づき、相手

と自分の立場や考えの違いを理解してお互いを

尊重できる関係を築くことが何より大切です。

素敵な大人を目指しましょう。 


